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Photo Report ―フォトリポート―

　

白
鷹
町
芸
術
祭
は
10
月
26
〜
28

日
の
３
日
間
、
あ
ゆ
ー
む
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
芸
術
文
化
協
会
の
伊
藤
久
志

会
長
が
「
町
民
の
芸
術
に
対
す
る

親
し
み
が
深
ま
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
と
お
り
、
今
年
は
昨

年
よ
り
多
い
全
24
組
が
出
演
。「
お

ん
が
く
部
門
」
と
「
芸
能
部
門
」

に
分
か
れ
、歌
や
演
奏
、舞
と
い
っ

た
芸
術
を
披
露
し
ま
し
た
。ま
た
、

会
場
に
は
写
真
や
絵
画
、
書
と

い
っ
た
作
品
約
４
０
０
点
が
展
示

さ
れ
た
ほ
か
、
今
回
新
た
に
「
詩

吟
と
書
道
」、「
写
真
と
俳
句
」
と

い
っ
た
芸
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
企
画
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
48
回

白
鷹
町
芸
術
祭

Shirataka
Art
FestivalFestival芸

術
の

　 

　 

秋

感
動
と

白
鷹
町
芸
術
祭

秋秋のの秋の秋のの秋のの秋の秋
第
48
回

白
鷹
町
芸
術
祭

秋秋
【出演団体】

荒砥高校吹奏楽部、鮎貝小学校３年生、荒砥小学校５年生、白
鷹町少年少女合唱団、白鷹町女声コーラスさくら、侃鶯会白鷹

支部、民謡けんこう教室、観世流英（はなぶさ）会、白鷹金剛会、

白鷹高等専修学校、よさこい白鷹櫻鷹会、白鷹民謡愛好会、ザ・

ループ、白鷹若柳会、白鷹太鼓鷹翔会、白鷹吟友会、エクセレ

ント歌謡♪来夢、白鷹日本舞踊子ども教室、白鷹花柳会、ブラッ

クプール、こぶし歌謡クラブ、土屋明日（一般公募）、高栄会



まちのニュース

第
６
次
総
合
計
画
策
定

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
を
キ
ッ
ク
オ
フ

　

町
で
は
、
第
５
次
白
鷹
町
総

合
計
画
に
基
づ
き
「
笑
顔
か

が
や
き 

心
か
よ
う 

美
し
い
ま

ち
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示

す
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
伺
う
た
め
の
「
ま
ち
づ

く
り
町
民
会
議
」
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
に
行
わ
れ
た
第
１

回
会
議
で
は
、
各
分
野
か
ら
集

め
ら
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
に
委

嘱
書
を
交
付
。
そ
の
後
、
町
職

員
と
と
も
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
白
鷹
町
の
魅
力
・
強

み
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
同
会
議
に
は
地
域
力

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
総
務
省

制
度
）
の
前
神
有
里
さ
ん
を
招

き
、
他
県
の
ま
ち
づ
く
り
の
好

事
例
と
置
賜
で
の
好
事
例
を
結

び
つ
け
た
紹
介
な
ど
、
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
話
を
交
え
る
こ
と

で
意
見
の
出
し
や
す
い
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
31
日
に
行
わ
れ

た
第
２
回
会
議
で
は
、
地
区
毎

の
将
来
人
口
の
推
計
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
本
町
の
現
状
分
析

を
行
い
ま
し
た
。

　「まちづくり複合施設」整備工事の上棟式が 10月 23日、
現役場庁舎近くの建設現場で行われました。
　この日は、町関係者や設計・監理業者及び施工業者、町
内の園児など約 200 人が出席。棟上げを祝い、今後の工
事の安全を祈願しました。佐藤町長は「町産材をふんだん
に使った当施設への注目度は高く、多くの関心が集まって
いる。引き続き一つひとつの作業に注意いただきながら、
安全に工事を進めてほしい」とあいさつ。その後、お謡い
の披露と餅まきが行われ、参加した園児たちが歓声をあげ
ながら秋晴れの空へと手を伸ばしました。
　施設は延べ床面積約 4,600 ㎡で木造２階建て。町民活
動の拠点となる町民ラウンジやミーティングスペース、図
書館を備えるほか、町内資源の活用と林産業の振興を図り
地元産材を燃料とするバイオマスボイラーを導入します。
供用開始予定は、平成 31 年５月です。

１_工事の安全を願って執り行われた神事

２_ 空から降ってくる餅やお菓子に大は

しゃぎの園児たち

工事の安全を祈願し――
まちづくり複合施設上棟式

まちづくり複合施設等整備工事の進捗状況

は、町ホームページや Facebookで随時お

知らせしています。ぜひご覧ください。

町職員と一緒に議論をしています

１

２
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地
域
の
キ
ズ
ナ
を
タ
ス
キ
に
込
め
て
―
―

町
誕
生
64
周
年
記
念
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

長
年
に
わ
た
り
更
生
保
護
に
尽
力

保
護
司
や
更
生
保
護
女
性
会
員
な
ど
５
人
に
表
彰

　

10
月
25
日
、
寒
河
江
市
市
民

文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
第
46
回

山
形
県
更
生
保
護
大
会
の
席
上

で
、
長
年
に
わ
た
り
更
生
保
護

に
尽
力
さ
れ
た
下
記
の
５
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
更
生
保
護
と
は
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
社
会
の
中
で
見
守
り
、
地

域
の
力
で
支
え
て
い
く
こ
と

で
す
。
保
護
司
は
犯
罪
や
非
行

に
よ
り
「
保
護
観
察
」
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
人
の
生
活
を

見
守
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

の
っ
た
り
、
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
の

地
域
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、更
生
保
護
女
性
会
は
、

女
性
の
立
場
か
ら
地
域
に
お
け

る
犯
罪
予
防
の
活
動
や
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
子

育
て
支
援
活
動
な
ど
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

10
月
５
日
、
東
京
都
に
お
い

て
平
成
30
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
文

部
科
学
大
臣
か
ら
田
勢
一
雄
さ

ん
（
横
田
尻
）
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

田
勢
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
か

ら
県
水
泳
連
盟
の
理
事
と
し
て

学
童
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
ま
で
の

水
泳
記
録
を
処
理
、
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
こ
ら
れ
、
平
成
８

年
か
ら
は
東
北
水
泳
連
盟
の
情

報
シ
ス
テ
ム
委
員
長
、
平
成
25

年
か
ら
は
県
水
泳
連
盟
副
会
長

と
し
て
、
現
在
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
長
年
に

わ
た
り
水
泳
競
技
の
普
及
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

町
の
水
泳
競
技
の
普
及
発
展
に
尽
力

田
勢
一
雄
さ
ん
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

感
謝
状
を
手
に
す
る
田
勢
さ
ん

①
追
い
風
を
受
け
、
勢
い
よ
く
ス

タ
ー
ト
を
切
る
小
学
生
ラ
ン
ナ
ー

②
両
手
を
上
げ
て
ゴ
ー
ル
に
飛
び

込
む
荒
砥
チ
ー
ム
の
小
出
選
手

　

町
誕
生
64
周
年
記
念
地
区
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
は
10
月
７

日
、
町
内
16
区
間
を
結
ぶ
総
距

離
34
・
６
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
強
風
が
吹
き
荒
れ

る
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
午
前
９

時
30
分
、
１
区
を
任
さ
れ
た
小

学
生
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
勢
い

よ
く
ス
タ
ー
ト
。
東
根
チ
ー
ム

の
小
形
武
美
選
手
が
接
戦
を
制

し
、
ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ
を
リ

レ
ー
す
る
と
、
そ
の
後
は
順
位

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
展

開
と
な
り
、
勝
負
は
鷹
山
チ
ー

ム
と
荒
砥
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
ン

カ
ー
対
決
へ
。
約
２
秒
差
の
２

位
で
タ
ス
キ
を
受
け
た
荒
砥

大会結果

１位 荒砥 ２時間 07分 44秒

２位 鷹山 ２時間 08分 38秒

３位 蚕桑 ２時間 09分 52秒

４位 東根 ２時間 12分 20秒

５位 十王 ２時間 13分 47秒

６位 鮎貝 ２時間 16分 52秒

チ
ー
ム
の
小
出
和
広
選
手
が
鷹

山
チ
ー
ム
の
守
谷
俊
一
郎
選
手

を
か
わ
し
、
区
間
賞
の
走
り
で

３
連
覇
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切

り
ま
し
た
。

■表彰者一覧

東北地方保護司連盟会長表彰
（保護司）

小林宣浩さん
（畔藤）

東北地方更生保護女性連盟会長表彰
（更生保護女性会員）

木口とよさん
（荒砥乙）

山形保護観察所長感謝状
（内助功労者）

丸川惠子さん
（横田尻）

山形保護観察所長感謝状
（更生保護女性会員）

湯澤裕子さん
（山口）

山形保護観察所長感謝状
（更生保護女性会員）

山口美智子さん
（鮎貝）
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　10 月６～７日の両日、白鷹町ふるさと森林公園内
の白鷹パークゴルフ場を会場に、パークゴルフ東北交
流大会が開催されました。
　東北パークゴルフ連盟（後藤吉蔵理事長）が主催
する今大会には、東北６県から愛好者 288 人が参加。
台風の影響が心配されましたが、競技は予定通り行わ
れました。参加者はさわやかな汗を流しながらプレー
を楽しみ、ホールを回りながら和やかに談笑するなど、
パークゴルフをとおして地域を超えた交流を深めまし
た。白鷹町からは 17人が参加し、男子の部で居城哲
夫さん（横田尻）が優勝しました。

秋空の下ではつらつプレー

白鷹町でパークゴルフ東北交流大会

はつらつと競技を楽しむ参加者

■山形県社会教育連絡協議会表彰
【公民館等表彰】十王地区コミュニティセンター
【社会教育関係職員表彰】金子孝吉さん（前蚕桑地区コミュニティセンター長）

■置賜社会教育振興会表彰
【優良社会教育団体表彰】白鷹学講座企画委員会（代表 : 横山和浩さん）
■須藤恒雄生涯教育推進基金表彰
【文　化　賞】古瀬敏弘さん（町体育指導員・スポーツ推進員永年功労）
　　　　　　  梅津一郎さん（鮎貝小学校七五三子獅子舞指導永年功労）
　　　　　　  加藤忠一さん（鮎貝小学校七五三子獅子舞指導永年功労）
【自治功労賞】佐藤文雄さん（西高玉分館書記・分館長永年功労）

ふるさとを思い、ふるさとを語る

第40回首都圏白鷹会総会を開催

　10月 28 日、上野精養軒（東京都）を会場に第 40
回首都圏白鷹会総会が開催されました。
　この日は会員約 200 人が参加したほか、町からも
町長はじめ町議会議長及び議員、産業界の代表など
17 人が出席し、情報交換や交流が行われました。ま
た、席上では役員改選が行われ、加藤栄助会長が勇退
されて名誉会長となり、布川文一副会長が新会長に就
任。さらに、鮎貝八幡宮獅子連による獅子舞も披露さ
れ、迫力ある厳かな演舞に「懐かしい」「久しぶりだ」
とふるさとのまつりを懐かしむ声が聞かれました。
　また、恒例となっている特産品の販売会も好評で、
「故郷のものが懐かしい。毎年白鷹町の特産品を買う
のを楽しみにしている」という参加者で賑わいました。

１_参加者を魅了した迫

力ある獅子舞　２_特産

品販売では「工房お富久

呂」の漬物や「サンファー

ムしらたか」の米や餅が

大人気。農産物や農産加

工品、白鷹銘菓等の販売

を行なった観光協会ブー

スも賑わった

１_参加者を魅了した迫

１

２

社会教育の振興等に
貢献された方々に表彰状
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　10 月 14 日、町総合防災訓練が荒砥小学校グラウ
ンドを主会場に行われ、荒砥・十王地区の各自主防災
会、消防団、荒砥小学校児童、町職員など約 500 人
が参加しました。
　訓練は、時間雨量 90mmの大雨による河川の氾濫、
土砂災害を想定した災害対策本部設置訓練からスター
ト。その後、水防訓練や災害資機材設置訓練、起震車
体験など、訓練及び体験合わせて 19項目が実施され
ました。地震や豪雨など、日本各地で災害の発生が後
を絶ちませんが、参加者はいつ発生するかわからない
“もしも” を想定し、緊張感を持って訓練に取り組み
ました。

荒砥・十王地区で町総合防災訓練

“もしも”の備えを再確認

郷
ふるさと

土の味をこれからも――

町内各小学校で郷土食伝承事業

　恒例の郷土食伝承事業が、今年も町内４小学校の児
童を対象に行われました。
　この事業は、白鷹町食の文化街道連絡会議（樋口敏
昭会長）が主体となり、郷土食の味とともに地場産農
産物、自然、先人の知恵などを子どもたちに伝えるた
めに毎年実施しているもの。10 月 26 日には、鮎貝
小学校の６年生 28 人が参加しました。児童たちは、
芋煮や栗ごはんのおにぎり、冷や汁など、旬の食材を
ふんだんに使った郷土の味に舌鼓。料理をきれいに完
食し、「作り方を覚えて、郷土の味をつないでいきたい」
と笑顔で感想を話しました。郷土の味を堪能する児童たち

１_災害救助訓練　２_災害伝言ダイヤル体験　３_火災防ぎょ訓練

　10月 9日、白鷹きらやか会（鈴木重治会長）から社会
福祉法人白鷹こぶし会（時田進理事長）が運営するこぶし
の家へ４万円が寄附されました。
　これは、９月に同会により開催されたゴルフコンペで参
加者 40人からチャリティーとして募ったもの。佐藤光雄
副会長から目録を受け取った時田理事長は「施設利用者が
活動するための道具や材料などの費用として、有効に使わ
せていただきたい」と感謝しました。

地域福祉への寄附に感謝

２３
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■使用しない施設などの閉栓手続き
　漏水の発見が遅れ、水道料金が高額とならないよう、
冬期間使用しない施設などの閉栓手続きを行いましょ
う。閉栓、開栓の手数料は、それぞれ1,000円です。
■水道管の破裂
　水道管が破裂した場合は、 メーターボックス内の
バルブを閉め、直ちに水を止めて町指定給水装置工事
事業者に連絡し、修理を依頼してください。ただし、
修理代は自己負担となります。
■漏水の確認
　家中の蛇口を全部閉め、トイレなどの水タンクも確
認してからメーターを確認してください。銀色のパイ
ロットマークまたは１リットル針が動いている場合は、
どこかで漏水している可能性があります。町指定給水
装置工事事業者に連絡し、修理を依頼してください。

パイロットマーク

１リットル針

■積雪のためメーター検針を休みます（１月～４月）
　１月から４月までは、12月検針（11月の使用水量）
の水量で料金を請求させていただき、５月の検針で精
算させていただきます。冬期間の水量が11月の使用
水量と大幅に変動することが予想される場合は、建設
水道課にご連絡ください。
■冬期間の管理
　気温がマイナス４度以下になると、防寒対策が十分
に行われていない水道管は凍結したり、破裂したりし
ます。毎年、この凍結事故が後を絶ちません。凍結に
より水道管が破裂すると、修理代はもとより、水道料
金も高額となる場合がありますので次のことに注意し
てください。水道管の凍結を防ぐには、 就寝前に「不
凍水抜栓」を完全に閉め切り、蛇口を開いて水抜きし
ましょう。半閉めの状態では、水が漏れ続ける場合が
ありますので、完全に閉めることが肝要です。翌朝使
用する場合は、完全に開けてください。
※半閉め、半開きのため漏水するケースが多く見られ
　ますので十分ご注意ください。
※ヒーター線を巻いている水道管の場合は、ヒーター
　のコンセントが確実に差し込まれているか、ヒータ
　ーが正常に作動しているかを確認しておきましょう。

水道事業からお知らせ

　
「
働
き
方
関
連
法
案
」
が
平
成
31

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
講
師

か
ら
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
各
業
種
で
も
人
材
不
足
や
人
手

不
足
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

女
性
の
職
場
進
出
や
高
齢
者
の
活

用
な
ど
、
人
材
・
人
手
不
足
に
お
悩

み
の
方
、
職
場
の
魅
力
向
上
や
充
実

を
お
考
え
の
方
な
ど
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

11
月
30
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

　
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）研
修
室

●
対
象　

事
業
主
及
び
総
務
・
人
事

　

担
当
者
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

【
就
労
環
境
改
善
事
業
】

■ 

企
業
の
魅
力
向
上
と
人
材
確
保
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
お
い
て
、
白
鷹
町
が
中
国
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
町
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推

進
本
部
と
体
育
協
会
と
の
共
催
に
よ

り
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

12
月
１
日
（
土
）　

　

午
後
３
時
10
分
〜　
　

●
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風　

コ
ン
ベ

　

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

●
演
題
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出
会
い

　

今
の
私
が
あ
る
」

●
講
師　

石
川
多
映
子　

氏
（
シ
ド

　

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
競
技　

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

●
申
込
期
限　

11
月
26
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
体
育
協
会
事
務
局
（
白
鷹
町

教
育
委
員
会
内
）

☎
85

－

６
１
４
７

[FA
X
]

85

－

２
１
８
３

■ 

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

石川多映子　氏

冬期間も時々メー

ターを確認して、

漏水の疑いがない

かを調べましょう。

　　 広報しらたか   2018. 11 8

町からのお知らせ

平成30年度福祉サービスの申請はお済ですか？

■ 

要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ

　 

税
申
告
用
認
定
書
に
つ
い
て

　

所
得
税
及
び
町
県
民
税
の
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
提
出
す
る

「
障
害
者
控
除
」
及
び「
特
別
障
害
者

控
除
」
用
の
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

認
定
書
は
、
平
成
30
年
度
分
の
所

得
税
、
平
成
31
年
分
の
住
民
税
の
申

告
に
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

●
対
象
　
昭
和
29
年
1
月
1
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
30
年
12

　

月
31
日
現
在
（
平
成
30
年
中
に
亡

　

く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
亡
く

　

な
ら
れ
た
日
現
在
）
要
介
護
（
要

　

支
援
）
認
定
を
受
け
て
お
り
、
障

　

が
い
程
度
が
一
定
以
上
の
方
。

※
申
請
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

※
認
定
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は
介
護

　

保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し

　

て
い
ま
す
。

※
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
86

－

０
２
１
３

□心身障がい者福祉タクシー等利用助成事業
　タクシー等利用券を交付します。
●内容　年間で、福祉タクシー券（620円12
　枚綴）を１冊交付。人工透析のため通院の方
　は２冊。（交通費助成を受けている方を除く）
●対象者
・身体障害者手帳１～３級の方（ただし、下肢
　機能障害は１～４級の方）
・療育手帳Ａ、Ｂの方
・精神障害者保健福祉手帳１～２級の方

□人工透析患者通院交通費助成事業
　人工透析療法を受けるための通院交通費の助
成を行います。
●対象者　身体障害者手帳所有の所得税非課税
　の方で、生活保護法などにより通院交通費の
　助成を受けていない方
※心身障がい者福祉タクシー等　利用助成事業
　との併用不可。

●助成額　自宅から医療機関までの往復距離に
　より次の通り

▽ 20km 未満　月額3,000円

▽ 20km 以上30km 未満　月額4,000円

▽ 30km 以上　月額5,000円

□在宅酸素療法者支援事業
　医師の処方により在宅酸素療法を行なってい
る方に、酸素濃縮器の電気料金の助成を行いま
す。
●助成額　呼吸器機能障害により身体障害者
　手帳３級または４級を所有している方は月額
　1,600円、それ以外で所得税非課税の方は月
　額800円
※その他の福祉サービスのご案内は、「広報しら
　たか」５月号の12 ～ 13頁をご覧ください。

【問い合わせ】
健康福祉課福祉係　☎86-0111

●
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

　

る
世
帯
の
方

②
車
な
ど
の
運
転
が
で
き
な
い
、
ま

　

た
は
自
信
が
な
い
方

③
注
文
や
会
計
な
ど
、
身
の
回
り
の

　

こ
と
が
で
き
る
方

※
会
員
制

年
会
費
・
配
達
料
な
ど

　

の
手
数
料
は
無
料

●
注
意
事
項

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

　

日
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、

　

注
文
が
な
い
場
合
で
も
毎
週
訪
問

　

し
ま
す
。

※
同
居
し
て
い
る
方
で
も

自
身
の

　

買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
場

　

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

【
蚕
桑
地
区
限
定
】

■ 

御
用
聞
き
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
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　　おいしい近場で
　　「はじめまして」事業

　婚活サポート委員会では、町内飲食店と協力
し、独身者の方を対象に気軽に参加できる出会
いの場を提供します。ぜひ、お友達と一緒にご
参加ください。
《第３弾》

●開催店　そばきり八寸
●日時　12月１日（土）午後６時 30分～
●対象者　25歳～おおむね 40歳の独身男女
●定員　男女各８名
●参加費　3,500 円
●内容　新そばを味わいながら鍋パーティー
※アルコールも用意しています。
【申し込み・問い合わせ】
そばきり八寸　☎ 85-1083
★好評いただいています『おいしい近場で「は
　じめまして」事業』は、今回のイベントが今
　年度最後になります。興味のある方は、ぜひ
　ご参加ください。

「恋活」はじめてみませんか？

　

お
子
さ
ん
と
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

小
児

●
対
象　

生
後
６
カ
月
〜
中
学
３
年
生

●
助
成
回
数　

・
生
後
６
カ
月
〜
13
歳
未
満　

２
回

・
13
歳
以
上　

１
回

●
助
成
額　

２
０
０
０
円
／
回

●
医
療
機
関　

白
鷹
町
、
長
井
市
、

　

飯
豊
町
、
小
国
町
の
医
療
機
関
、

　

公
立
置
賜
総
合
病
院
、
き
じ
ま
キ

　

ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
齢
者

●
対
象　

満
65
歳
以
上
の
方
、
満
60

　
歳
〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
な
ど
に

　

障
が
い
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
）
の
あ
る
方

●
助
成
回
数　

１
回

●
助
成
額　

１
５
０
０
円

●
医
療
機
関　

県
内
の
医
療
機
関

※
ど
ち
ら
も
予
約
が
必
要
で
す
。
予

　

診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　

山
形
徳
洲
会
病
院
を
希
望
す
る
方

　

は
、
事
前
に
町
か
ら
配
布
し
ま
す

　

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で

※
生
活
保
護
の
方
は
、
全
額
助
成
に

　

な
り
ま
す
。
健
康
福
祉
課
に
て
事

　

前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
印
鑑

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

■ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
節
目
年
齢
の
方
に
歯
周

疾
患
検
診
を
実
施
し
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

今
年
度
40
歳
、
50
歳
、
60

　

歳
、
70
歳
の
方
で
、
現
在
歯
科
の

　

治
療
を
し
て
い
な
い
方

●
受
診
期
間　

12
月
31
日
（
月
）
ま

　

で
（
年
末
の
診
療
日
は
、
各
医
院

　

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。）

※
対
象
の
方
に
は
、
事
前
に
受
診
券

　

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

　

す
。
希
望
さ
れ
る
歯
科
医
院
へ
直

　

接
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

■ 

歯
周
疾
患
検
診
は
お
済
で
す
か

［ 出会いサポート事業 ］
　結婚を目指している方を応援するために、やま
がた出会いサポートセンターへの登録費などの一
部を助成します。
●申請条件（次のすべてに該当する方）
①白鷹町に居住し、住民登録している方。
②平成30年4月10日～平成31年3月31日（対象期   
　間）までにやまがた出会いサポートセンターへ
　登録を行なったものであること。もしくは対象
　期間内に受講したセミナー等＊であること。

●申請対象費用
・やまがた出会いサポートセンター登録費用
・自分磨きセミナー等受講費用
●補助額　対象費用の半額
※申請方法など、詳細はお問い合わせください。
【問い合わせ】
白鷹町婚活サポート委員会事務局（健康福祉課子
育て支援係内）☎ 86-0212

＊成婚への結びつきや、婚活でのスキルの向上につ

　ながる自分磨きセミナー等であること。

＊公的機関（都道府県、各市町村等）が主催したセ

　ミナー等であること。
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介護職員初任者研修支援
 初任者研修は介護職の入門資格であり、旧
ホームヘルパー２級にあたります。介護の知
識・技術だけではなく高齢の方との接し方や
介護・福祉の考え方などを習得し、就職に有
利なだけでなく、高齢の利用者に対してより
よいサービスを提供することができるように
なります。
　荒砥高校の生徒が受講する場合、受講料を
町が支援します。（テキスト代は自己負担）

介護・福祉の考え方などを習得し、就職に有介護・福祉の考え方などを習得し、就職に有介護・福祉の考え方などを習得し、就職に有
利なだけでなく、高齢の利用者に対してより利なだけでなく、高齢の利用者に対してより利なだけでなく、高齢の利用者に対してより利なだけでなく、高齢の利用者に対してより
よいサービスを提供することができるようによいサービスを提供することができるようによいサービスを提供することができるように

ををを

H30.10月発行

荒砥高校をサポートする会
事務局／白鷹町企画政策課企画調整係
 TEL.0238－85－6123

白鷹町では、荒砥高校のさらなる発展を願い、荒砥高校に
入学して学ぶ生徒の皆さんを応援するため「荒砥高校をサ
ポートする会」を通じて町を挙げて支援しています。

お
問
合
わ
せ

荒砥高校新入生　　応援プロジェクト　平成31年度新入学のみなさんに、応援券（10万円分）を助成します。入学時に必要となる制服・教科書などの購入費用
や、通学に係る定期券などの費用の一部を支援します。

海外短期留学
派遣

 平成27年度
～平成30年度

はオーストラリ

アへ５日間の
短期留学を実

施。現地では
、

学生との交流
やホームステ

イを体験、異
文化

や英語だけの
５日間は、国

際感覚が身に
付き、

自分を大きく
成長させるこ

とができます
。

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部

や、通学に係る定期券などの費用の一部を支援します。を支援します。を支援します。を支援します。を支援します。

スクールサポーター
　　　　　　２名配置
　授業を行う先生の他に、スクー
ルサポーター（教員免許を有する
先生）が授業で困っている生徒に
寄り添って学習を支援しています。
きめ細やかな指導により学習の
積み残し解消や基礎学力の向上
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の荒砥高校で頑
張る

あなたを応援し
ます!!荒砥高校で頑張
る

あなたを応援し
ます!!

0238－85
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で
な
く
事
故
の
危
険
も
増
え
ま
す
。
間

口
の
除
雪
残
り
の
除
去
に
つ
い
て
は
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　   

道
路
に
雪
は

　   

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
消
雪
道
路
だ
か
ら
…
」「
車
が
通
れ

ば
消
え
る
か
ら
…
」「
家
に
は
雪
を
捨

て
る
と
こ
ろ
が
無
い
か
ら
…
」
と
い
う

理
由
で
道
路
上
に
宅
内
の
雪
を
出
す
方

が
い
ま
す
が
、こ
れ
は
大
変
危
険
で
す
。

　

消
雪
散
水
は
降
雪
時
の
み
で
、
雪
が

や
め
ば
止
ま
り
ま
す
。
道
路
に
雪
を
出

さ
れ
る
こ
と
で
、
路
面
の
凍
結
、
路
面

の
凸
凹
、
融
雪
時

の
ザ
ケ
の
原
因
と

な
り
、
交
通
事
故

を
誘
発
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　   

側
溝
に
雪
を

   

　
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　　

町
内
に
投
雪
で
き
る
側
溝
は
数
カ
所

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。通
常
の
側
溝
で
は
、

投
雪
し
て
も
水
が
少
な
く
、
低
温
の
た

め
雪
は
消
え
な
い
ば
か
り
か
詰
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
雪
箇
所

付
近
で
は
な
く
、
下
流
で
詰
ま
る
と
別

な
地
域
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　   

雪
押
し
場
に
つ
い
て

　   

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
に
お
い
て
、
路
肩
が
狭
い
道
路

で
は
、
近
隣
の
畑
や
田
、
空
き
地
な
ど

の
私
有
地
に
雪
を
押
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
押
し
場
所
が
な
い
と
時
間

の
ロ
ス
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
々
、
雪
押
し
を
断
ら
れ
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
効
率
的
な
除
雪
、

地
域
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　   

障
害
物
の
除
去
に

　   

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高
さ
４

㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い
る
と
除
雪

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
雪

前
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側

溝
の
上
に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥

料
・
石
な
ど
も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ
た

冬期間の交通確保のため
除雪作業にご協力ください！

　まもなく雪が降る季節となりました。町では、安心・安全な冬期間交通を
確保するため、11月から来年 3月まで除雪作業を行います。今年度も円滑
に除雪作業を行うため、次の内容のご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】建設水道課土木係　☎ 85-6142

り
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
も
除
雪

車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
除

雪
前
に
目
印
（
長
さ
３
㍍
以
上
の
棒
の

先
に
赤
い
布
な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）

を
立
て
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、近
年
、

目
印
設
置
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

除
雪
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
遂
行

で
き
る
よ
う
、
節
度
あ
る
目
印
設
置
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　   

地
域
で
の
ご
協
力
を

　   

お
願
い
し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢

夫
婦
世
帯
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負

担
が
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各
地

域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難
な
ご
家
庭

に
配
慮
い
た
だ
き
、
近
所
の
方
に
よ
る

除
雪
作
業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　   

間
口
の
雪
塊
除
去
に

   
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
車
が
通
る
と
、
雪
押
し
板
脇
か

ら
雪
塊
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
極
力
こ
ぼ
さ

な
い
よ
う
運
転
手
も
努
め
て
い
ま
す

が
、
１
０
０
％
雪
塊
を
残
さ
な
い
除
雪

は
不
可
能
で
す
。
大
型
重
機
の
た
め
小

回
り
が
利
か
ず
、
時
間
が
か
か
る
だ
け

安
心
・
安
全
な

  
冬
を
過
ご
す
た
め
に
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過
去
に
床
上
浸
水
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

   

　
屋
根
雪
は
各
自
で

   

　
排
除
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、「
雪
下
ろ
し
を
し
た
か
ら
」「
屋

根
の
雪
が
道
に
落
ち
た
か
ら
」
除
雪
に

来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま

す
。
原
則
、
雪
下
ろ
し
の
後
始
末
、
道

路
へ
の
落
雪
始
末
は
建
物
の
所
有
者
が

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

危
険
で
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　   

路
上
駐
車
は
絶
対
に

　   

し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
道
路
へ
の
駐
車
は
、

除
雪
作
業
の
支
障
に

な
る
ば
か
り
か
、
吹

雪
時
や
夜
間
は
交
通

事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

    

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

　
除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要
望
・

問
題
点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、
必
ず
区

長
、
町
内
長
が
代
表
し
て
建
設
水
道
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
同
じ
地
区
か
ら
同
一
の
要
望

を
複
数
回
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
手
数
で
す
が
、
地
区
の
代
表
の

方
が
集
約
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　   

除
雪
車
に
は
近
づ
か

   

　
な
い
で
く
だ
さ
い

　
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の
は
大

変
危
険
で
す
。
除
雪
車
は
急
に
止
ま
っ

た
り
、
曲
が
っ
た
り
、
バ
ッ
ク
し
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
車
が
周
囲
の
状
況
に
気

づ
か
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
後
方
に

位
置
す
る
場
合
は
十
分
な
車
間
距
離
を

と
り
、
安
全
な
通
行
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
作
業
中
の
無
理
な
追
い
越
し
も

　今年度、除雪の効率化を目指し一部除雪業者の変更がされて
います。そのため、除雪のやり方や順番も多少異なるところが
出てきますので、ご承知おきください。

＊ 町道除雪実施基準
　町内の各所に観測点を設け、道路上降雪深が 10cmを超えた
場合に除雪作業を開始します。なお、11 月・12 月の降雪直後
と３月の融雪時期にあっては気象状況に応じて路上降雪深を
15cmとします。
　また、除雪作業中に融雪等によって積雪深が基準未満になっ
た場合、宅地の切れ目等、きりの良い地点で作業を終了する場
合があります。

＊ 効率的な除雪作業に向けて
　町では「除雪車運行管理システム」を導入し除雪を行なって
います。
　除雪車にスマートフォンを取り付け、GPS 機能により除雪車
の現在地と走行経路を確認しながら効率的な除雪作業を推進す
るほか、問い合わせや要望に対して迅速な連絡対応を図ります。
　また、ロータリー除雪車による幅出しを強化し、車道幅の確
保に努めます。

＊ 雪捨て場変更のご案内
　町では最上川（荒砥橋下流）の河川敷を雪捨て場に指定して
いますが、新荒砥橋建設工事に伴い雪捨て場が変更となってい
ます。隣接区域で複数の工事があり工事車両の出入りもありま
すので、譲り合いのうえ事故には十分にご注意ください。
　毎年、雪と一緒に多くのゴミが捨てられています。雪以外の
ものは絶対に捨てないでください。なお、雪を捨てる際は、奥
から順に捨ててください。

●利用期間　12 月１日（土）～平成 31 年３月 31 日（日）
●利用時間　午前８時～午後５時

H29雪捨て場

（新）H30雪捨て場

（旧）雪捨て場

新荒砥橋

工事現場

見直しについて
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国民年金
からのお知らせ

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法によ
り、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納
めた場合と同じく社会保険料控除としてその年
の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成 30年１月から
12 月まで納められた保険料の全額です。過去
の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族

（配偶者やお子様など）の負担すべき国民年金
保険料を支払っている場合、その保険料も合わ
せて控除が受けられます。
　なお、平成 30年中に納付した国民年金保険
料について、社会保険料控除を受けるためには、
年末調整や確定申告を行うときに、領収証書な
ど保険料を支払ったことを証明する書類の添付
が必要になります。

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です。

年金相談や請求のお手続きのときは、
ぜひご予約をお願いします。
　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金
相談や年金請求手続きについて「事前予約」を
行なっています。待ち時間の少ない「予約相談」
を、ぜひご利用ください。

米沢年金事務所
＜米沢市金池 5-4-8（米沢市役所付近）＞
●年金相談予約受付番号　☎ 0238-26-4711
●通常の問い合わせ
　米沢年金事務所　お客様相談室
　☎ 0238-22-4220　
　自動音声案内 5（職員対応）
●受付時間　
　平日午前 8時 30分～午後 5時 15分

●時間延長　
　週初の開所日　午後 5時 15分～午後 7時
●週末相談
　第 2土曜日　午前 9時 30分～午後 4時
※申し込みの際は、「基礎年金番号」「相談者氏
　名」「電話番号」「相談内容」などを確認させ
　ていただきます。

今年度の白鷹会場の移動相談は、平成 30
年 12月 19日（水）と平成 31年３月 20日
（水）の２回です。申し込みは、町民課戸
籍年金係（☎ 85-6129）までお願いします。

税法によりとても有利

になっている国民年金

は、老後はもちろん不

慮の事故など万一のと

きにも心強い味方とな

る制度です。保険料は

納め忘れのないようき

ちんと納めましょう。

平成 30年１月１日
から

10月１日までの間に
国民年金保険料を
納めた方⇒

11 月上旬発送

平成 30年 10 月２日
から

12月 31 日までの間に
今年初めて国民年金保険料を

納められた方⇒

翌年の２月上旬発送

●発行時期
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年末調整・税の申告の準備はお早めに
　年末調整の時期が近づいてきました。来年２月には
所得税や住民税の申告受付も始まります。これらに必
要な書類の中には、発行に時間がかかるものもありま
すので、準備は早めに済ませておきましょう。

［会社に勤めている方へ］
■配偶者控除・配偶者特別控除が変わりました

・配偶者控除の控除額が改正されたほか、給与所得者
　の合計所得金額が1,000万円を超える場合には、配
　偶者控除の適用が受けられなくなりました。
・配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象と
　なる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以
　下とされました。
※配偶者控除・配偶者特別控除の適用を受けるには、
　「給与所得者の配偶者控除等申告書」を事業主に提
　出する必要があります。記載の仕方の詳細について
　は、勤務先にご確認ください。
■扶養親族の確認をしましょう

　控除の対象となる扶養親族は、16歳以上（平成30
　年12月31日現在）で年間の所得金額が38万円以下
　の方です。扶養につける方の所得を確認し、年末ま
　でにその人数が変わる場合は勤務先に提出済みの
「給与所得者の扶養控除申告書」を訂正してください。

▽ 16歳未満の扶養親族の「給与所得者の扶養控除申告書」

　への記載について
　16歳未満の扶養親族がいる方については、「給与所

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　

　
　
　 
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
に

納
期
限
が
あ
り
ま
す
（
各
納
付

書
の
ほ
か
、町
報「
綴
込
表
紙
」、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。）。

●
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
で

　

納
期
限
ま
で
納
め
ら
れ
な
か

　

た
場
合
は

督
促
状
が
発

　

送
さ
れ
ま
す

税務出納課からのお知らせ￥

●
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

　

で
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ

　

り
口
座
振
替
で
き
な
か

た

　

場
合

口
座
振
替
不
能
通
知

　

書

納
付
書

が
送
付
さ
れ

　

ま
す

納
付
書
で
も
納
付
い

　

た
だ
け
な
か

た
場
合
は

　

督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
収
納
係　

☎
85

－

６
１
０
６

　

納
め
忘
れ
　

 注 意

　督促状発送後も納付がない状態が続きま
すと、必要に応じて財産調査などを実施し、
差押えに進みます。差押え財産は当方で決
定し、事前の連絡はありません。差押えた
給与・預金・保険等は（保険は解約のうえ）
未納の税金に充当されます。動産・不動産
は公売により換価のうえ、同じく未納の税
金に充てられます。

※納期限を一定期間以上経過しますと延滞

　金が発生し、さらに納付額が増加します。

　お手元の納付書をご確認いただき、納期

　限が過ぎているものがありましたら早急

　に納付いただきますようお願いします。

CAUTION！

　得者の扶養控除申告書」の「住民税に関する事項」
　欄に扶養親族の氏名等を記入してください。住民税
　の計算上、記入漏れがあると税額が正しく計算され
　ない場合がありますのでご留意ください。また、各
　種助成・手当等の算定にも利用することがあります。

▽同じ人を２人で扶養親族とすることはできません　
　子ども１人を両親のそれぞれが扶養につけるなど、
　重複することのないようご注意ください。

［控除証明書を準備しましょう］
以下の保険料控除を受ける場合は、証明書等を添付し
なければなりません。お早めにご準備ください。
・生命保険料控除　・地震保険料控除

・小規模企業共済等掛金控除（個人型確定拠出年金含む）

・社会保険料控除（社会保険料、国民年金保険料等）

【問い合わせ】税務出納課町民税係　☎85-6132

１年間の社会保険料（国民健康保険税・後期高齢者医
療保険料・介護保険料の普通徴収）の支払金額がわか
る「納付確認書」を交付しています。申請方法は①
役場に来ていただく、または②郵便請求の２つです。
※電話で金額を教えたり、交付請求の受付けは行
　なっていません。
【問い合わせ】税務出納課収納係　☎ 85-6106
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■
最
優
秀
賞

　
「
田
植
え
を
し
て
」

     

沼
澤　

柊
人
（
東
根
小
５
年
）

■
優
秀
賞

小
学
生
の
部

　
「
も
し
か
し
て
」

     

澁
谷　

理
奈
（
鮎
貝
小
１
年
）

　
「
自
信
が
つ
い
た
水
泳
」

     

佐
藤　

光
雅
（
鮎
貝
小
３
年
）

中
学
生
の
部

　
「
本
当
の
思
い
」

     

鈴
木　

愛
華
（
白
鷹
中
３
年
）

高
校
生
の
部

　
「「
今
」
を
生
き
る
」

     

樋
口
萌
々
架
（
荒
砥
高
３
年
）

■
佳
作

小
学
生
の
部
　

　
「
あ
か
ち
ゃ
ん
」

     

こ
ま
つ　

ひ
な
た

　
　
　

          　
（
蚕
桑
小
１
年
）

　
「
口
の
じ
し
ん
」

     

佐
藤　

蒼
衣
（
東
根
小
２
年
）

　
「
ぜ
っ
た
い
お
よ
ぐ
」

     

田
口　

り
ん
（
蚕
桑
小
２
年
）

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
木
」

     

紺
野　

葵
李
（
東
根
小
４
年
）

　
「
ゴ
ー
ル
ま
で
」

     

高
梨
瑚
太
郎
（
荒
砥
小
５
年
）

中
学
生
の
部

　
「
守
ら
れ
て
」

     

渡
会　
　

唯
（
白
鷹
中
１
年
）

高
校
生
の
部

　
「
コ
コ
ロ
」

     

梅
津　

芽
依
（
荒
砥
高
３
年
）

　
「
言
葉
」

     

青
木　

悠
生
（
荒
砥
高
３
年
）

　
「
大
人
に
な
る
」

     

須
藤　

未
来
（
荒
砥
高
３
年
）

※
敬
称
略

　

町
出
身
の
詩
人
で
教
育
者
の
芳

賀
秀
次
郎
さ
ん
の
業
績
を
顕
彰
す

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
詩
の
文
学

賞
「
芳
賀
秀
次
郎
賞
」。

　

今
年
度
は
、
町
内
の
小
中
高
６

校
の
中
か
ら
次
の
14
点
が
入
賞
し

ま
し
た
。

主
催
：
芳
賀
秀
次
郎
賞
実
行
委
員

会
（
丸
川
正
晃
会
長
）

芳
賀
秀
次
郎
賞
入
選
作
品

　10 月 11 日、献血車が本校に来ました。
生徒、職員、そして近所の方々にも協力いた
だきました。

荒砥高校も献血に協力

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　10 月 19 日、白鷹町佐藤誠七町長、五十嵐政司記念事業実
行委員長（荒砥高校同窓会長）はじめ多数のご来賓のご臨席を
賜り、創立 70周年記念式典が挙行されました。
　また、式典後に行われた記念講演会では、作詞家の風戸強さ
ん（昭和45年卒業）が「ふりむけば…」と題して講演。後半には、
作曲・編曲家の飛澤宏元さんに友情出演として登場していただ
きました。

荒高掲示板 
・創立 70周年記念式典

・献血の協力 

創立 70周年記念式典・講演会

１_五十嵐実行委
員長　２_佐藤町
長　３_風戸さん
（左）、飛澤さん
（右）４_ 風戸さ
んへ花束の贈呈

１ ２ ３ ４

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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地域包括支援センター ℡86-0112

白鷹町支え合いの
地域づくりフォーラム
を開催しました

　

10
月
６
日
、「
白
鷹
町

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、

約
70
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
主
体
の
団

体
で
あ
る
「
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
な
な
い
ろ
の
会
」
が

主
催
、
白
鷹
町
が
共
催
し
、

年
齢
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
お
互

い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
天
童
の
加

藤
由
紀
子
さ
ん
よ
り
県
内
の

支
え
合
い
活
動
の
状
況
を
報

告
を
い
た
だ
い
た
後
、
公
益

財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
理
事
の
鶴
山
芳
子
さ
ん
か

ら
講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
よ
る
と
、
高
齢
化
が

進
む
中
、「
地
域
で
の
支
え

合
い
は
必
要
で
あ
る
」
と
回

第
50
回
白
鷹
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

■
童
門
冬
二
賞

　
「
じ
ご
く
っ
て　

こ
わ
い
ん
だ
」

     

松
田　

蒼
士
（
荒
砥
小
１
年
）

■
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　
「
人
は
変
わ
れ
る
」

     

澤
田　

明
喜
（
白
鷹
中
３
年
）

■
教
育
長
賞

　
「
３
・
11『
あ
の
日
』の
で
き
ご
と
」

     

小
林　

優
那
（
荒
砥
小
６
年
）

　
「
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
」

     

小
関　

大
和
（
白
鷹
中
１
年
）

　
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」

     

松
野
ひ
か
り
（
荒
砥
高
３
年
）

■
図
書
館
長
賞

　
「
ぼ
く
も　

ゆ
う
気
が
ほ
し
い
」

     

長
谷
川
蓮
季
（
荒
砥
小
２
年
）

　
「
お
母
さ
ん
と
わ
た
し
」

     

佐
藤　

愛
琉
（
東
根
小
３
年
）

　
「
本
当
の
や
さ
し
さ
」

     

中
川　

久
綱
（
蚕
桑
小
５
年
）

　
「『
ヒ
ロ
シ
マ
の
い
の
ち
』を
読
ん
で
」

     

髙
木　

優
月
（
白
鷹
中
２
年
）

　
「『
嘘
』
と
い
う
本
音
」

     

片
山　

菜
月
（
荒
砥
高
２
年
）

■
入
選
者

     

平
井　

颯
馬
（
東
根
小
１
年
）

     

海
老
名
大
翔
（
荒
砥
小
２
年
）

     

紺
野　

竜
暉
（
荒
砥
小
３
年
）

     

新
野　

嘉
穂
（
東
根
小
４
年
）

     

樋
口　

湊
実
（
鮎
貝
小
４
年
）

     

小
林　

悠
愛
（
東
根
小
５
年
）

     

齋
藤　
　

峻
（
東
根
小
６
年
）

■
一
般
の
部

　
「
電
車
で
始
ま
る
物
語
」

     

豊
嶋　

奏
多

■
絵
本
の
一
行
感
想

     

こ
せ
き　

み
ゆ
う

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

す
ず
き　

そ
う
ま

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

え
び
な　

に
こ

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

ぬ
ま
ざ
わ　

き
ず
な

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

む
ら
か
み　

ひ
と
き

　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
の
保
育
園
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

答
さ
れ
た
方
は
全
体
の
98
％
で

あ
り
、「
自
分
が
取
り
組
ん
で

み
た
い
助
け
合
い
が
あ
る
」
と

回
答
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
方
が
「
今
後
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
研
修
会
に
参
加
し

た
い
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、「
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

な
な
い
ろ
の
会
」
が
主
体
と
な

り
、
今
後
、
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
研
修
会
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
こ
れ
か

ら
の
白
鷹
町
の
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
研
修
会
の
内
容
、

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
広

報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第２弾

グループワークの様子
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ど
う
も
、
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
の
石
井
で

す
。
平
成
27
年
11
月
に
白
鷹
町
へ
越

し
て
き
て
か
ら
早
３
年
、
今
年
の
10

月
に
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
町
報
が
発
行
さ
れ
た
頃
に
は

白
鷹
町
教
育
員
会
生
涯
学
習
・
文
化

振
興
係
の
文
化
財
活
用
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
町
内
の
歴
史
・

文
化
財
に
関
わ
る
職
務
に
就
い
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

協
力
隊
で
は
、
好
き
な
こ
と
を
存

分
に
さ
せ
て
も
ら
い
、
白
鷹
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
く
、
楽
し
い
日
々
で
し
た
。
協

力
隊
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第33回

地域おこし協力隊通信

　

協
力
隊
は
と
て
も
面
倒
な
制
度
だ

と
感
じ
ま
す
。
隊
員
が
や
り
た
い
こ

と
、
地
域
の
方
が
や
っ
て
ほ
し
い
こ

と
を
お
互
い
に
思
い
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

隊
員
は
役
場
の
慣
例
に
不
慣
れ
で
と

ま
ど
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
き
に

は
そ
こ
か
ら
多
少
逸
脱
し
て
自
由
の

風
を
吹
か
せ
る
の
も
協
力
隊
の
役
目

だ
と
思
い
ま
す
が
…
。　

　

面
倒
な
部
分
が
あ
る
反
面
、
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
職
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
新
た
に
協
力
隊
が
入
る

な
ら
、
卒
業
生
と
し
て
何
か
し
ら
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
白
鷹
町
の
皆
さ
ん
、
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

郷
愁
の
車
窓
に
迫
る
朝
日
岳　
　
　
　
　
　
　

坂
戸
市　

安
達　
　

功

夜
ま
つ
り
の
祖
父
の
肩
車
な
つ
か
し
い　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

車
か
ら
眺
め
る
町
の
変
わ
り
よ
う　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

年
金
者
減
額
さ
れ
て
火
の
車　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

八
十
路
越
え
愛
車
軽
ト
ラ
と
縁
を
切
る　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

安
倍
総
理
知
る
や
知
ら
ず
や
火
の
車　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

間
近
い
よ
自
動
走
行
飛
ぶ
車　
　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

誇
り
で
す
ひ
た
す
ら
走
る
夫
の
貨
車　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

車
座
に
な
っ
て
論
ず
る
男
達　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

こ
の
頃
は
私
の
愛
車
シ
ル
バ
ー
カ
ー　
　
　
　

世
田
谷
区　

遠
藤　

八
重

車
便
利
足
腰
弱
り
ど
う
す
ん
べ　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

15
の
春
就
職
列
車
に
母
な
み
だ　
　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

押
し
車
見
守
る
ボ
ク
の
三
輪
車　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

生
活
費
年
金
暮
ら
し
火
の
車　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

夏
風
に
車
と
ば
し
て
青
春
か　
　
　
　
　
　
　

長
井
市　

鈴
木　

ト
ミ

人
間
欲
宇そ

ら宙
ま
で
制
覇
か
飛
ぶ
車　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

車
窓
か
ら
遠
く
な
が
め
る
月
あ
か
り　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

人
生
路
皆
ん
な
車
に
生
か
さ
れ
て　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

旧
国
道
木
々
の
ト
ン
ネ
ル
出
迎
え
る　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

足
が
無
く
こ
り
ゃ
ま
え
っ
た
悔
や
む
老　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

ナ
ー
ば
あ
ち
ゃ
ん
足
い
た
く
と
も
口
車
に
だ
け
は
の
る
な
よ
ナ
ー  

広　

野　

新
野
智
耶
子

年
金
を
采
配
振
る
も
火
の
車　
　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

「
心
技
体
」
歯
車
う
ま
く
か
み
合
わ
ず　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

朝
刊
の
配
達
車
音
に
目
が
覚
め
る　
　
　
　
　

十　

王　

松
野
い
せ
子

押
車
私
の
車
自
家
用
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
市　

村
上　

桂
造

止
せ
ば
い
ゝ
又
横
車
押
し
て
い
る　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

行
き
先
は
車
に
聞
い
て
新
車
で
す　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

デ
マ
ン
ド
で
見
知
ら
ぬ
方
で
も
軽
く
会
釈　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 車 ―　　 

次回「恋」十一月二十五日まで／「約」十二月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

退任式の様子

３年間ありがとうございました！
これからもよろしくお願いします

地域おこし協力隊　石井 紀子　

蚕桑地区での活動終了！
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎85-6120

町長交際費
町長の主な動静 10月 10月
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容 支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

　12月 21日は子どもたちが自分で献立を選択

して食べるセレクト給食を実施します。今回はク

リスマス献立のデザート、ケーキのセレクトです。

事前に調理場から学校へセレクト給食に関するプ

リントを配布し、それを参考に食べたいデザート

を選んでもらいます。栄養価の違いを考慮して、

または好みで、一口メモを読んで等々、選ぶ理由

はそれぞれでしょうが、みんな悩みながら決める

のではないかと想像しています。このセレクト給

食ですが、食品を選択する能力を養うことを目的

に年２～３回実施しています。このような取り組

みを通して、給食や食べ物、食べることへの興味

や関心が少しでも広がることを願っています。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― おらほの食材 ―

米・キャベツ・だいこん・白菜・長ねぎ・かぶ・

ほうれん草・しいたけ・岡の台ごんぼ・小松菜・

りんご・納豆・みそ等
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.65The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

11月は「児童虐待防止推進月間」です。

子どもや保護者の
こんなサインを見落としていませんか？

▼子どもについて
いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする／
不自然な傷や打撲の跡がある／衣類やからだがいつも汚
れている／落ち着きがなく乱暴である／表情が乏しい、
活気がない／夜遅くまで一人で家の外にいる
▼保護者について
地域などとの交流が少なく孤立している／小さい子ども
を家においたまま外出している／子育てに関して拒否的
・無関心である、強い不安や悩みを抱えている／子ども
のけがについて不自然な説明をする

乳幼児揺さぶられ症候群

▼あかちゃんを激しく揺さぶらないで
あかちゃんがなにをやっても泣き止まないと、イライラ
してしまうことは誰にでも起こり得ます。しかし、泣き
やまないからといって、激しく揺さぶらないでください。
あかちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられると、見
た目にはわかりにくいですが、頭（脳や網膜）に損傷を
受け、重い障害が残ったり、命を落とすこともあります。
どうしても泣きやまないときは、あかちゃんを安全な所
に寝かせて、その場を少しの間でも離れ、まず自分をリ
ラックスさせましょう。

 ●児童虐待とは…
■身体的虐待：殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、家の外にしめだす　など
■ネグレクト：家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動車の中に放置する、
　重い病気になっても病院に連れていかない、他人が子どもに暴力をふるうことなどを放置する　など
■性的虐待：子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など
■心理的虐待：言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、子どもの目の前で
　家族に対して暴力をふるう（DV）など

「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です。
 ●乳幼児突然死症候群とは…
　何の予兆や既往歴もないまま乳幼児が
死に至る、原因の分からない病気です。
　年間約100名のあかちゃんが亡くなっ
ており、乳児期の死亡原因としては第３
位となっています。

リスクを低くするための３つのポイント

➊１歳になるまでは、寝かせる時はあおむけに寝かせましょう。
➋母乳を飲んでいるあかちゃんの方が発症率が低いということがわ

　かっています。できるだけ母乳で育てましょう。

➌妊婦さんやあかちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。

子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～
子育てにおいて、しつけと称して叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の助けにならないばかりか、
悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。以下のポイントを心掛けながら、子どもに向き合いましょう。

子育てに体罰や

暴言を使わない

子どもが親に恐怖を持つ

と SOSを伝えられない
爆発寸前のイライラ

をクールダウン

親自身が

SOSを出そう
子どもの気持ちと行動を

分けて考え、育ちを応援

詳しくはこちら ▼

さらに
11月は

※連絡は匿名で行うことも可能です。また、連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

【町相談窓口】
健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212
子育て世代包括支援センター（健康福祉課健康推進係）☎ 86-0210

虐待かも…
と思ったら 児童相談所

全国共通ダイヤル
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［ 中央公民館展示案内 ］
デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

12月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

●１階ロビー
《美術コーナー①》　　　　　　　　
絵画「渓流風景」／小角又次さん
展示期間：12月３日より１月 31日まで
《美術コーナー②》　
こぶしの家利用者作品展
展示期間：11月に引き続き 12月まで
●１階フロアー
《書道コーナー》
伊藤和子さん（荒砥）・本木雅苑さん（蚕桑）
展示期間：12月１日より１月 31日まで

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

１

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ８

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 15

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ 22
23 ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ 29
30 31

こ
ぶ
し
の
家
利
用
者
作
品
展

［日時］12月１日（土）午前10時～
［場所］中央公民館

第 380 回　おはなしの会

Li� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� ary
◎12月の休館日：３・10・16・24・29～31日
◎開館時間 :  午前９時～午後６時　

図書館だより

●今月の新購入図書 掲載しているのは購入図書の一部ですのでお気軽にお問い合わせください。

書 名 著 者 名 出 版 社

下町ロケット４ ヤタガラス 池井戸　潤 池井戸　潤

少女たちは夜歩く 宇佐美まこと 実業之日本社

宴の前 堂場　瞬一 集 英 社

ある男 平野啓一郎 文 藝 春 秋

銀河鉄道の夜 さだまさし 幻 冬 舎

一緒にお墓に入ろう 江上　　剛 扶 桑 社

書 名 著 者 名 出 版 社

黄金の代償 福田　和代 KADOKAWA

わが子が幸せになるお母
さんの一言

鈴木　　博 創 元 社

最新！育児新百科
最新！離乳食新百科

ひよこクラブ
特別編集

美智子さま永遠に語り継
ぎたい慈愛の言葉

山下晋司監修 宝 島 社

《
わ
た
し
が
薦
め
る
一
冊
》

　
図
書
館
協
議
会
委
員
　
加
藤
　
仁
美

　夫
の
定
年　

―
人
生
の
長
い
午
後
を

　
　
　
　
　
　

夫
婦
で
ど
う
生
き
る
？
―

　

グ
ル

プ
わ
い
ふ
／
佐
藤
ゆ
か
り　

著

　
著
者
は
、
結
婚
生
活
に
不
満
が
募
る
時
期
が

二
度
来
る
と
書
い
て
あ
る
。
結
婚
生
活
が
日
常

に
な
る
頃
と
、
定
年
退
職
し
た
夫
が
家
で
過

ご
す
よ
う
に
な
り
、
す
れ
違
っ
た
夫
婦
が
向
き

合
う
よ
う
に
な
っ
た
頃
。
長
寿
社
会
に
な
っ
て
、

夫
婦
で
過
ご
す
時
間
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
は

ず
。
そ
れ
は
五
組
の
夫
婦
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
に
あ
る
は
ず
！
と
思
っ
て
読
み
進
め
た
。
一

緒
に
い
る
時
間
は
、
相
手
を
見
つ
め
直
し
て
お

互
い
思
い
や
る
こ
と
。
も
と
も
と
夫
婦
は
「
破

れ
鍋
に
綴
蓋
」
な
の
だ
か
ら
…
…
。
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

う
そ
電
話
詐
欺（
特
殊
詐
欺
）や

悪
質
商
法
に
要
注
意
！

夕暮れ時の交通事故防止

①夕暮れ時、早めのライト点灯及び夜

　光反射材の着装

②一時停止場所では必ず停止するな　

　ど、交通ルールの遵守

①道路横断時は、横断歩道を利用し、

　手や旗でしっかり意思表示し、横断

　開始時と横断中の２度確認を徹底
②不必要な外出を避け、夕暮れ時から

　の外出は、目立つ明るい色の衣服と

　夜光反射材の着用

自転車

日没がさらに早まるこれからの時期は、夕暮れ時

から夜間にかけ交通事故の増加が心配されます。

①早めのヘッドライト点灯とこまめな切

　り替えによるハイビームの積極的活用

②横断歩道を渡ろうとする歩行者がい

　た場合は、しっかり停止し、安全に

　横断させる交通ルールの遵守

運転者

●
こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
必
ず
儲
か

　
り
ま
す
」「
す
ぐ
に
高
値
で
買
い
取
り

　
ま
す
」
な
ど
。

《
要
注
意
！
》
詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
せ

　
ず
、
家
族
か
ご
近
所
、
ま
た
は
最
寄
の

　
警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
得
を
し
た
」
と
、
つ
い
も
ら
っ
て
し

　
ま
う
粗
品
や
景
品
。

《
要
注
意
！
》
会
場
に
誘
い
、
巧
み
な
話

　
術
や
雰
囲
気
で
高
額
な
商
品
を
購
入
さ

　
せ
ら
れ
て
し
ま
う
「
催
眠
商
法
」
か
も

　
し
れ
ま
せ
ん
。

「
う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
る
」
の
こ
と
わ

　
ざ
を
思
い
出
し
、
会
場
に
は
行
か
な
い
。

　
会
場
と
な
る
場
所
を
貸
さ
な
い
こ
と
が

　
大
切
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
○
○
訴
訟
最
終
告
知

　
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら
。

《
要
注
意
！
》
問
い
合
わ
せ
先
に
は
連
絡

　
し
な
い
こ
と
！

　
個
人
情
報
が
相
手
に
知
ら
れ
て
し
ま
い

　
ま
す
。
無
視
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
へ
の
意
識
を
高

め
、
防
犯
の
知
恵
を
伝
え
合
い
、
安

心
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

歩行者

《基礎編》

●いつ　12 月６日（木）午後１時 30 分～４時
●対象　これから LINE を始めたい方、LINE は使っ  
　ているが基礎から学びたい方
●内容　LINE の基本機能について学びます。トーク、
　スタンプ、無料通話、友達登録など LINE を使うう
　えでよく使う基本機能を理解することができます。
※すでに LINE をお使いの方は、ご自身のスマホまた  
　はタブレットを使用します。接続は、準備する Wi-
　Fiに接続できます。なお、スマホやタブレットは持っ 
　ているが LINE アプリがまだ入っていない方、端末
　をお持ちでない方は申込時にお知らせください。
《活用編》

●いつ　12 月７日（金）午後１時 30 分～４時

●対象　すでに LINE を使っている方、使い方に不安
　がある方、もっと使いこなしたい方
●内容　LINE の活用機能について学びます。日常生
　活で役立つ LINE のサービスや、LINE を安全に使
　うためのトラブル回避術なども紹介します。
※ご自身のスマホまたはタブレットを使用します。接
　続は、準備する Wi- Fi に接続できます。
《共通事項》

●どこで　白鷹町産業センター　２階　会議室
●定員　５名（定員に達した場合は抽選）
●申込締切　11 月 29 日（木）

【申し込み・問い合わせ】
日本・アルカディア・ネットワーク株式会社（担当　
木村）☎84-5711

平成 30年度白鷹町タブレット講座 （L
ラ イ ン

INEの使い方講座）
受講料
無料！
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お

し

ら

せ

　

 

西
置
賜
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　

 

開
催
し
ま
す

●
い
つ　

11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
ど
こ
で　

は
ぎ
苑
・
新
館

●
内
容　

①
西
置
賜
農
業
賞
表
彰
式

②
基
調
講
演　

［
演
題
］「
農
作
物
の
安
全
・
農
作
業

　

安
全
等
に
配
慮
し
た
農
業
経
営
の

　

実
践
～
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
理
解
す
る
～ 

」

［
講
師
］
冨
樫
政
博　

氏
（
山
形
県

　

農
林
水
産
部
農
業
技
術
環
境
課
課

　

長
補
佐
）　

③
展
示
、試
食
（
農
産
加
工
品
、新
米

　

「
雪
若
丸
」、
管
内
産
農
産
物
等
）

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１

形
県
民
会
館
）

●
出
演　

陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽
隊

●
入
場
料　

無
料
（
自
由
席
）

●
応
募
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
要
領
の
詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー

・
チ
ラ
シ
、
第
６
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

11
月
19
日（
月
）必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
問
い
合
わ
せ
】

陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団
司
令
部
広
報

室　

☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１

（
内
線
５
３
７
４
）　 

　
　

犯
罪
被
害
者
支
援

　
　

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
８

●
い
つ　

11
月
27
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

（
午
後
１
時
開
場
）

●
ど
こ
で　

山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ 

２
階  
大
会
議
室

●
内
容

・
第
一
部　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
第
二
部　

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教

　

室
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表

・
第
三
部　

基
調
講
演

［
講
師
］
元
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会

●
参
加
料　

無
料

●
対
象　

西
置
賜
管
内
の
農
業
者

（
関
係
者
）

●
募
集
人
数　

１
０
０
名
（
先
着
）

●
主
催　

西
置
賜
農
業
改
良
普
及
事

業
推
進
協
議
会
、
置
賜
総
合
支
庁
西

置
賜
農
業
技
術
普
及
課

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
課
農
業
振
興
係

☎
85

－

６
１
２
７

　

 
米
沢
養
護
学
校

　

 

よ
ね
よ
う
ま
つ
り
２
０
１
８

●
い
つ　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
前
9
時
15
分
～
11
時
45
分

●
ど
こ
で　

県
立
米
沢
養
護
学
校

●
内
容　

作
業
製
品
の
展
示
販
売

（
布
・
木
工
・
紙
製
品
、
消
臭
剤
、

陶
器
、
石
け
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
等
）、

小
学
部
児
童
に
よ
る
発
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ナ
ー
、
近
隣
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
の
製
品
販
売
、
写
真
展
示

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校　

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

　
　

第
43
回
陸
上
自
衛
隊

　
　

第
６
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

●
い
つ　

12
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
場
／
２
時
開
演

●
ど
こ
で　

や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
山

催

し

（「
あ
す
の
会
」）
代
表　

岡
村　

勲

　

弁
護
士

●
入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の
つ
ど
い
２

０
１
８
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

３
５
７
１

　

  

障
が
い
者
・
戦
傷
病
者
に
対

　

  

す
る
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引

　

  

の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

　

日
本
航
空
グ
ル
ー
プ
及
び
全
日
本

空
輸
グ
ル
ー
プ
等
の
一
部
の
航
空
運

送
事
業
者
に
お
い
て
、
精
神
障
が
い

者
に
対
し
て
も
航
空
旅
客
運
賃
の
割

引
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
身
体
障
が
い
者
及
び
知
的

障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
に
対
す
る
割

引
に
つ
い
て
も
、
障
が
い
の
区
分
・

程
度
・
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
手
帳
を

提
示
で
き
る
者
全
員
に
対
し
て
本
人

及
び
介
護
者
一
名
ま
で
割
引
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
適
用

開
始
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
航
空
グ
ル

プ

平
成
30
年
10
月
４
日
予
約
受
付
分
～

全
日
本
空
輸
グ
ル

プ
等

平
成
31
年
１
月
16
日
予
約
受
付
分
～

　

な
お
、
割
引
運
賃
は
航
空
運
送
事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
事
業
者
や
路
線
に
よ
っ
て
異
な

広
告

　　 広報しらたか   2018. 11 24

ペ
ー
ジ
（
地
域
情
報
／
置
賜
総
合
支

庁
／
総
合
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

自
ら
支
障
木
を
伐
採
・

利
用
す
る
方
（
団
体
・
企
業
・
個
人

等
）

●
対
象
河
川　

置
賜
野
川
（
長
井
市

寺
泉
地
内
）

●
申
込
期
限　

11
月
26
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
河
川
砂
防
課

工
事
・
維
持
調
査
担
当

☎
88

－

８
２
３
４

く
ら
し
と
仕
事
の

な
ん
で
も
相
談
会

●
い
つ　

12
月
２
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

●
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー　

１
階
第
１
会
議
室

●
相
談
方
法　

面
談
相
談

●
参
加
団
体　

弁
護
士
会
・
司
法
書

士
会
・
税
理
士
会
・
社
会
保
険
労
務

士
会
・
土
地
家
屋
調
査
士
会
・
不
動

産
鑑
定
士
協
会
・
行
政
書
士
会
・
建

築
士
会
・
社
会
福
祉
士
会

●
相
談
料　

無
料

●
受
付
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
４

時
（
最
終
受
付　

午
後
３
時
30
分
）

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
２
２

－

２
２
３
４

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
航
空
運
送
事
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

　

 

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ

　 

の
ご
案
内

　　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

軽
ス
ポ

ツ

●
い
つ　

12
月
15
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

●
内
容　

ワ
ナ
ゲ
・
ペ
タ
ン
ク

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

【
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　
　

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を

　
　
開
設
し
ま
す

　

人
権
相
談
委
員
が
、
い
じ
め
や
虐

待
、
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全国瞬時警報システム（Ｊアラートシステム）
の全国一斉情報伝達訓練の実施について

　現在、音声告知システムを設置している全ての施
設（各保育園及び認定こども園・各小中学校・各地
区コミュニティセンター等）へ情報の伝達訓練を行
います。
●全国一斉情報伝達訓練

　11月21日（水）午前11時ころ
※気象・地震活動の状況等によっては訓練が中止に
　なる場合があります。

【問い合わせ】総務課防災管財係　☎85-6122

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《放送内容》

 ①上りチャイム音

 ②「これは、Ｊアラートのテストです」×３
 ③「こちらは、白鷹町です」

 ④下りチャイム音

広
告

0238-87-8000

●
い
つ　

12
月
４
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

平
成
31
年
分
収
入
保
険
の

　
加
入
申
請
が
締
め
切
ら
れ
ま
す

　

現
代
の
農
業
経
営
は
、
自
然
災
害

だ
け
で
な
く
多
く
の
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
、
す
べ
て
の
農
産
物

の
販
売
収
入
を
補
償
す
る
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
保
険
で
す
。
ご
加
入
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
農
業
共
済
組
合
置
賜
支
所
収

入
保
険
推
進
課

☎
０
２
３
８

－

27

－

７
０
１
７

河
川
の
支
障
木
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

山
形
県
で
は
、
河
川
管
理
上
支
障

と
な
る
樹
木
の
伐
採
協
力
者
を
募
集

し
ま
す
。
現
場
条
件
に
よ
り
、
支
障

木
の
伐
採
・
利
用
に
つ
い
て
、
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
（
県
の
基
準

に
よ
る
）。
伐
採
箇
所
・
申
込
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
山
形
県
の
ホ
ー
ム
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風しんに注意しましょう

　関東地方で、風しんが流行しています。
妊娠中の女性が風しんにかかると、「先天性
風疹症候群」といわれる難聴や白内障、心
疾患などの障がいを持つあかちゃんが生ま
れる可能性があります。平成元年度生まれ
以前の方は予防接種を１回しかしておら
ず、昭和53年度以前の男性及び昭和36年
度以前の女性は予防接種していませんの
で、特に抗体が低い可能性があります。
　
　抗体検査と予防接種にかかる
　費用の全額を助成しています

《抗体検査》

●対象　次の①～③のいずれかに該当する
　方（過去に風しん抗体検査を受けたこと
　がある方、予防接種歴が２回以上ある
　方、罹患歴がある方を除く）
①妊娠を希望している23歳～ 50歳（平成
　30年４月１日時点）の女性
②①（抗体がある方、罹患歴のある方、予
　防接種を２回実施した方を除く。）の夫
　及び同居家族
③妊婦（抗体が低い方、妊婦健診結果判明
　前の方を含む。）の夫及び同居家族
《予防接種》

●対象　次の①または②に該当する方
①前述の抗体検査を受けた方のうち、抗体
　が低いと判定された方
②妊婦健診の抗体検査で、抗体が低いと判
　定された女性
【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課健康推進係　☎86-0210

か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

●
時
間
額　

７
６
３
円
（
24
円
ア
ッ

プ
）

●
効
力
発
生
日　

10
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
４

山
形
県
救
急
電
話
相
談

　

県
で
は
、
急
な
病
気
の
際
に
、
協

力
医
師
の
支
援
体
制
の
も
と
に
専
門

的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
看
護
師

が
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
家
庭
で

の
対
処
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
で
安
心
し
た
生
活
が
送

猫
の
不
妊
手
術
費
補
助
に
つ
い
て

　

山
形
県
獣
医
師
会
で
は
、
野
良
猫

や
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
て
処
分
さ
れ

る
猫
を
な
く
す
た
め
、
不
妊
手
術
費

補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

11
月
30
日
（
必
着
）

●
対
象　

山
形
県
内
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
６
カ
月
齢
以
上
の
メ
ス
猫

※
１
世
帯
に
つ
き
１
匹
と
す
る
。

●
対
象
数　

60
匹（
メ
ス
猫
に
限
る
）

※
申
込
数
が
予
定
数
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。
当
選
し
た
方
に

は
当
選
通
知
書
を
送
付
し
、
発
表
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
補
助
額
（
メ
ス
猫
）

１
匹
あ
た
り　

５
０
０
０
円

（
手
術
費
用
の
一
部
と
し
て
）

●
申
込
方
法　

公
益
社
団
法
人
山

形
県
獣
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.yam

agata-vet.
or.jp

）
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
受
付
け
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

●
そ
の
他　

当
選
さ
れ
た
方
は
、
平

成
31
年
1
月
31
日
ま
で
に
公
益
社
団

法
人
山
形
県
獣
医
師
会
会
員
の
動
物

病
院
で
手
術
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
に
正
規
の
手
術
費

用
を
支
払
う
と
と
も
に
、
送
付
さ
れ

た
当
選
通
知
書
を
提
出
し
て
獣
医
師

か
ら
証
明
押
印
を
し
て
も
ら
い
、
そ

の
通
知
書
を
公
益
社
団
法
人
山
形
県

獣
医
師
会
あ
て
に
返
信
送
付
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
９
０

－

２
４
５
１

山
形
市
吉
原
２

－

８

－

６

公
益
社
団
法
人
山
形
県
獣
医
師
会

☎
０
２
３

－

６
４
５

－

５
２
２
３

　
　

山
形
県
最
低
賃
金
を

　
　

１
時
間
７
６
３
円
に
改
定

　

山
形
県
労
働
局
は
、
県
内
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
山
形
県

最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
10
月
１
日

れ
る
よ
う
に
、
救
急
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
小
児
救
急
（
15
歳
未
満
）
プ
ッ
シ

ュ
回
線
・
携
帯
電
話
＃
８
０
０
０
、

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
０
２
３

－

６
３
３

－

０
２
９
９

●
大
人
の
救
急
（
15
歳
以
上
）
プ
ッ

シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
＃
８
５
０
０
、

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
０
２
３

－

６
３
３

－

０
７
９
９

●
日
時　

毎
日
午
後
７
時
～
10
時

　
　

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
で

　
　

悩
ん
で
い
る
方
々
へ

　

ご
家
族
、
友
人
、
知
人
、
も
ち
ろ

ん
本
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
誰
に
も

広
告
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募

集

11 月・12 月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所
を開催しています。お気軽においでください。
「いきいき百歳体操と茶話会」

●日　程　11月 16日（金）・12月７日（金）
　・14日（金）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円
「いきいき百歳体操と茶話会と会食会」

●日　程　11月30日（金）・12月21日（金）
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　500 円（食事代含む）
「趣味活動・茶話会」

●日　程　11 月 27 日（火・どっこいしょ
　体操とタペストリーづくり）・12月４日　
　（火・どっこいしょ体操とタペストリーづ
　くり）・11 日（火・どっこいしょ体操と
　タペストリーづくり）・25 日（火・どっ
　こいしょ体操とクリスマスケーキづくり）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回200円（12月25日は300円）
［特別企画］「笑いヨガ」

●日　程　11月 20日（火）・12月 18日（火）
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　500 円
※時間はいずれも午前 10時～昼 12時

【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

11 月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みなが
ら参加者同士で認知症や介護、介護予防、健
康づくり等について情報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　11月28日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

相
談
で
き
ず
に
一
人
悩
ん
で
い
る
方
、

ひ
き
こ
も
り
や
、
不
登
校
で
悩
ん
で

い
る
方
。
年
齢
も
一
切
問
い
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｗ
ｉ
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ｈ
優　

相
談
会

●
い
つ　

12
月
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
ま
で

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階
第
２

研
修
室

●
内
容　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

学
校
の
こ
と
や
就
労
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
付
け
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
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ｈ
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安
達　

☎
０
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※
基
本
的
に
は
予
約
優
先
で
相
談
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対
応
し
ま
す
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県
営
住
宅
入
居
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を
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し
ま
す
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ト
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地　
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鷹
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荒
砥
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８
２
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●
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１
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●
間
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６
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＋
４
・
５
＋
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●
家
賃　

所
得
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等
に
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１
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２
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０
０
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４
８
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０
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あ
ら
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１
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鷹
町
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字
荒
砥
乙
７

２
５
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１

●
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宅
区
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び
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集
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一
般
用　

１
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●
間
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８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
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所
得
額
等
に
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４
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０
０
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４
万
７
１
０
０
円

あ
ら
と
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パ

ト
２
号

●
所
在
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鷹
町
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荒
砥
乙
７

２
５

－
１

●
住
宅
区
分
及
び
募
集
戸
数　

・
特
目
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２
戸

●
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

●
家
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得
額
等
に
よ
り
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額
２

万
５
４
０
０
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～
４
万
９
９
０
０
円

共
通
事
項

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

※
一
般
用
は
、
高
齢
者
世
帯
、
心
身

障
害
者
世
帯
、
母
子
世
帯
、
多
子
世

帯
等
に
対
し
て
優
遇
措
置
有
り
。

●
入
居
時
期　

２
月
上
旬

●
募
集
期
間　

12
月
10
日
（
月
）
～

14
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
】

県
営
住
宅
指
定
管
理
者　

㈱
西
王
不

動　

置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

町防災情報テレホンサービス   
　

屋外拡声器からの放送内容（例：緊急地震速報、
気象警報、ミサイル発射情報　ほか）を電話にて確
認できます。（※ 各地区コミュニティセンターから
のイベント情報等は確認できません。）

専用番号　☎８５- ３８９８
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●すくすく発達相談会

　子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会場：健康福祉センター

※相談を希望する方は、お問い合わせください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

６日
（木）

午前９時～昼 12時の
間で一人１時間程度

幼児から小学生程度の
児童とその保護者

●乳幼児健診

会場：健康福祉センター

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票 ､ ３歳児

健診の方は尿

※対象の方には郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人

　にうつる可能性のある病気（みずぼうそう、インフ

　ルエンザ、突発性発疹、とびひなど）にかかったり

　したときは事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 健診 受付時間 対象児

５日
（水）

３カ月児 午後１時
　～１時 15分

平成30年７月 16日
 ～８月 31日生まれ

９カ月児 午後１時 15分
　～１時 30分

平成30年１月 11日
～２月 28日生まれ

６日
（木）

３ 歳 児
午後１時
　～１時 20分

平成 27年５月１日
～６月 15日生まれ

 12月 の子育てページ

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

※12月29日（土）～１月３日（木）は休館です。

［12月の予定］

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

期日 時間 イベント

４日（火）
午前10時15分～11時 赤ちゃん広場身体測定

午前 10時～昼 12時 育児相談日（要予約）

６日（木）午前10時15分～11時 すこやか広場身体測定

13日（木）午前10時15分～ ママのお茶会（要予約）

21日（金）午前 10時～ クリスマスお楽しみ会
（要予約）

25日（火）午前９時 45分～11時 制作活動

27日（木）午前 11時 15分～ 誕生会

つぶ
やき

ひが
しね
保育
園

「ほっぺが落ちたら…」

　畑で育てたさつまいも。杉葉を拾ってきて園庭で

焼きいもをしました。

　ほかほか焼きいものできあがり。

Ａ子「おいしーい！おいしくてほっぺが落ちそう！」

保「うん。そうだね。でも、ほっぺが落ちたらたい

　　へんだね。」

Ａ子「Ａ子のほっぺ落ちたらどんな顔になるんだろう？」

保「…（考えていたら）」

Ａ子「きゃー！こわーい！ハロウィンのがいこつお

　　　ばけになっちゃう。やだー！」

　一人想像して大笑いしていたＡ子ちゃんでした。

●離乳食教室

会場：健康福祉センター

内容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談

参加費：200円（調理実習費）

持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具

保育：お子さんと一緒に参加できます。希望される方

は、申し込み時にご予約ください。

申込締切：12月３日（月）［電話予約］

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

10日
（月）

午前 10時～ 11時 30分 離乳食を学びたい方

●保育園・こども園開放日

　毎週水曜日に全保育園・こども園を開放しています。

詳しくはお問い合わせください。

時間：午前９時30分～ 11時

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212
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●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：25日（火）午後３時～

受付締切日：10日（月）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　

●弁護士相談
日時：５日（水）午後２時～４時

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

 12月 の窓口延長・相談日・開催日

 12月 の健康カレンダー

●婦人科検診（２年に１回必ず検診を受けましょう）

※無料クーポン券をお持ちの方は、保険証と一緒に持

　参してください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

期日 受付時間 場所 対象地区

３日（月）午後１時～
１時 30分 南陽検診センター 荒砥

※会場までバスでの送迎があります。（午後 12 時 20
　分健康福祉センター発）

●らくらくスマイル教室

［昼の部］

日時：４日（火）・18日（火）午後１時～２時30分

※冬期間（12月～３月）は時間が変更になります。

　午後１時30分～３時 ⇒ 午後１時～２時30分

内容：ちびボールを使った筋トレ、全身をほぐすストレッチ ほか

［夜の部］

日時：12日（水）・26日（水）午後７時～８時30分

内容：ステップで脱メタボ・メタボ予防、サーキット

　　　トレーニング③　ほか

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

［東根地区健診結果説明会］

日時：12日（水）午後１時30分～（１時～受付）

場所：東根地区コミュニティセンター

［荒砥地区健診結果説明会］

日時：19日（水）午後１時30分～（１時～受付）

場所：健康福祉センター

※申込不要。健診結果をお持ちになりぜひご参加くだ

　さい。血圧測定、健康相談も行います。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

●同日検診（今年度最後になります）

　特定健診またはがん検診を受けられなかった方を対

象とした追加検診を次のとおり実施します。今年度、

受ける機会を逃してしまった方は、この機会にぜひお

受けください。

料金：

注意 :

①特定健診・後期高齢者健診は、医療保険証を持参し

　てください。

②健康診査は、保険証などがなくても受診できます。

③肝炎ウイルス検診（※）は、40 歳以上で今まで受け

　たことのない方が対象です。肝炎ウイルス検診受診

　券（無料券）をお持ちの方は、保険証と一緒に持参し

　てください。

※健康診査票をなくされた方は、健康福祉課健康推進

　係（☎ 86-0210）までご連絡ください。

期日 受付時間 場所 対象地区

７日（金）午前７時30分
　　　 ～９時

健康福祉
センター

今年度健康診断を
受けていない方８日（土）

健康診査
（19 ～ 39歳） 3,000円

特定健診
（40 ～ 64歳） 2,300円

特定健診
（65 ～ 74歳） 1,500円

後期高齢者健診
（75歳以上） 無料

肺がん検診
（40 ～ 64歳） 600円

肺がん検診
（65歳以上） 無料

胃がん検診
（40 ～ 69歳） 1,600円

胃がん検診
（70歳以上） 1,000円

大腸がん
（40歳以上） 800円

前立腺がん
（40 ～ 69歳） 1,500円

前立腺がん
（70歳以上） 1,000円

肝炎ウイルス
（40歳以上）※ 1,000円

骨密度検査
（40・45・50・ 

  55・60・65・
  70歳の女性）

864円
（300円）
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［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

１２月までの休館日
11/19（月）・26（月）、12/3（月）・10（月）・17（月）
12/25（火）・29（月）～H31/1/3（木）

● 

第
46
回

▼
い
　
つ
　
11
月
25
日（
日
）
午
後

　
1
時
30
分
開
始
（
12
時
45
分
受
付

　
開
始
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
出
　
演
　
月
の
カ
ケ
ラ
さ
ん
、

　
荒
川
一
美
さ
ん 

、
飯
沢
道
子
さ

　
ん
、
五
十
嵐
啓
子
さ
ん
、
佐
藤

　
朝
子
さ
ん
、
長
谷
川
悟
さ
ん 

ほ
か

※

出
演
者
は
予
告
無
く
変
更
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
　
込
　
必
要
。
あ
ゆ
ー
む
ま
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
声
を
あ
わ
せ
て
大
声
で

歌
え
ば
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

▼
い
　
つ
　
11
月
24
日（
土
）〜
　

　
平
成
31
年
1
月
14
日（
月
・
祝
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

※

1
月
は
午
後
5
時
ま
で

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

　
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
年
末

　
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
５
０
０
円

　
大
学
生
・
高
校
生 

２
０
０
円

　
中
学
生
以
下 

無
料

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
企
画
・
協
力
（
株
）
ク
レ
ヴ
ィ
ス

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

《
パ
ス
ポ
ー
ト
適
用
事
業
》

《
パ
ス
ポ
ー
ト
適
用
事
業
》

● 

長
倉
洋
海
の
眼

▼
い
　
つ
　
12
月
24
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
3
時
開
演

　（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
指
　
揮
　
松
村
秀
明
　

●

◆
長
倉
洋
海

     

　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
い
　
つ
　
12
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
よ
び

　
文
化
伝
承
室

※

入
場
に
は
、
当
日
の
観
覧
券
が

必
要
で
す
。

・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
オ
ペ
ラ
「
コ
シ
・
フ

　
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」
序
曲

・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ

　
ン
ト 

K.
1
3
6

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
７
番

関
連
イ
ベ
ン
ト

曲
　
目

山
形
交
響
楽
団

　
あ
ゆ
ー
む
コ
ン
サ
ー
ト

Vol.

[

▼

12
月

日(

日)

午
前

時
30
分

昼
頃

▼
場
所

白
鷹
町
武
道
館

▼
対
象

小
学
生

中
学
生

▼
持

物

持

人

定
規

※
申
込

11
月
28
日

水

迄

▼

毎
週
金
曜
日

原
則

午
前
10
時

11
時

▼
今
後

予
定

11
／
16

11
／
22

12
／

12
／
14

▼
場
所

白
鷹
町
武
道
館

※

持
参
下

▼

11
月
22
日(

木)

 
 

 
 

12
月
13
日

木

午
後

時
30
分

時
30
分

▼
場
所

金
鐘
寺

▼

11
月
26
日(

月)

＋
10

指
導

今
野

陽
介

氏

▼

12
月

日

月

代
謝

指
導

深
瀬

若
加

氏

午
後

時
30
分

時
30
分

▼
場
所

東
陽

RO KU 会長 岡田 明
( )

tel.87-8988  
E-mail   rokku@sgic.jp

▼

毎
週
月

水
曜
日

午
後

時
40
分

時
50
分

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
対
象

小
学

年
生
以
上

年
生
以
下

事
前

相
談

▼
指
導

白
鷹

▼
持

物

水
分

走

服
装

▼

毎
週
水
曜
日

▼
時
間

午
後

時

▼
対
象

中
学
生 

 
 

 

▼
場
所

白
鷹
町
武
道
館

▼

12
月

日

水

 
 

 

午
後

時
30
分

時
30
分

▼
場
所

白
鷹
町
武
道
館
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表紙の写真

▼白鷹町地域おこし協力隊第１号の石井さんが任期を

終え、卒業しました。石井さんには３年間、独自の視

点と知識を生かし、地域の皆さんと協力してさまざま

な活動をしていただきました。ありがとうございまし

た。11月からは活動の場を教育委員会に移し、文化

財活用コーディネーターとしてがんばっていただいて

います。白鷹町のために、引き続きどうぞよろしくお

願いします。

▼イベントが盛りだくさんの秋。今年も取材でたくさ

んの写真を撮りました。特に、今年は組み写真で掲載

しようと思い取材した芸術祭。全出演団体の写真を撮

りましたが、温かさと輝きあふれる皆さんの姿に感動

しっぱなしでした。それぞれにパフォーマンスの種類

は違えど、共通して自分のステージを楽しむ出演者の

皆さん。一人ひとりが楽しむことが、多くの人の感動

を生み、イベントを盛り上げる力になるのだと実感し

ました。（てづか）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 10月１日～ 31日届出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●こんにちは赤ちゃん

●まちの人口

　（平成 30 年 10 月 31 日現在／（　）は前月比）

 ・人口　13,840 人（▲ 10）

　    　　 　　 男性　6,811 人（±０）

 　  　　　　　女性　7,029 人（▲ 10）

 ・世帯数　4,723 戸（＋４）

　 大瀧　悠太　山口

　 菅原　瑞稀　長井市
♥

●ご結婚おめでとう

　 横沢　卓也　鮎貝

　 倉田　美里　寒河江市
♥

須貝　栄一（68） 鮎貝

丸川　泰子（79） 横田尻

金子　義見（95） 荒砥乙

野口　たけ（82） 荒砥甲

小形　正志（86） 畔藤

川田　美喜（86） 鮎貝

梅津　信男（85） 高玉

五十嵐房子（85） 荒砥甲

川村　セキ（65） 菖蒲

竹田みよ子（90） 荒砥甲

本木　榮一（93） 高玉

須貝　吉郎（71） 鮎貝

金田　よし（83） 畔藤

丸川　ふで（87） 鮎貝

金　　正培（65） 荒砥甲

鈴木　美代（90） 広野

●おくやみ

小口　芽
め い

依 智生 箕和田美紗

加藤　李
り は る

悠 嘉智 鮎貝妙

我妻　空
あ お

桜 裕樹 鮎貝奈々美

佐藤　環
か ん な

凪 孝幸 山口冴香

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

布川　凱
か い と

大 和浩 鮎貝美沙

菅間　陽
ひ ろ と

翔 一生 畔藤留美子

菅間　月
ら い と

翔 一生 畔藤留美子

（　　　）

（　　　）

（　　　）

お詫び

　10 月号掲載の「戸籍の窓（ご結婚
おめでとう）」に掲載漏れがありまし
た。次のとおり掲載してお詫びします。

　 横沢　正輝　黒鴨

　 高橋　美幸　天童市
♥

　　 広報しらたか   2018. 1131
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編
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と
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／
白
鷹
町
企
画
政
策
課
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ら
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再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。
～町内企業でがんばる若者たち～

  企業データ

■テルス株式会社

（白鷹町大字荒砥甲 433-5）
【事業内容】リサイクル事業、環境測定事業、廃棄

物処理事業、メン

テナンス事業

【従業員数】60人
【問い合わせ】

☎ 85-2910

　今とは別の会社に勤めていたとき、現場で当社の
方から声を掛けていただいたことがきっかけで入社
しました。担当している業務は、廃棄物のリサイク
ルや処理・運搬、浄化槽等のメンテナンスなどさま
ざまですが、常に皆さんの生活に密接する部分を任
されているという意識を持って取り組んでいます。
　入社 13年目となり、当社で実施している社員教
育の講師など、今では社内の仕事も任せていただけ
るようになりました。今後は、
自身のスキルアップを図ること
はもちろん、会社全体をさらに
盛り上げていける存在になりた
いと考えています。明るく、アッ
トホームな職場なので、
若い仲間もさらに増えて
くれたらうれしいです。

車
と
旅
行
が
好
き
な
の
で
、運
転
し
て

遠
出
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
！

  企業データ

■マルハニチロ株式会社 白鷹工場

（白鷹町大字鮎貝 2888-2）
【事業内容】フリーズドライ製品の製造、販売、Ｏ

ＥＭ生産

【従業員数】116人
【問い合わせ】

☎ 85-1911

　「食」に携わる仕事に興味があったことと、日頃
食べている食品を製造する会社が地元にあるという
ことで入社を決めました。仕事では、人の口に入る
物を扱うため衛生面と安全性の徹底はもちろん、ラ
イン作業ということで周りへの目配りも大切にして
います。職場については、社員のほとんどが女性で
雰囲気にも活気があるため、とても働きやすいです。
　入社２年目ということで、まだまだ未熟な部分が

多いですが、頼りにされる社員
を目指して一つずつ段階を踏み
ながら努力していきたいです。
そして、当社で製造した食品が
　　全国の皆さんにおいしく食
　　　べていただけるよう、こ
　　　れからも安心安全を第一
　　　に考えてがんばります。

休
日
は
、
気
分
転
換
に
地
元
の

友
達
と
よ
く
遊
び
に
出
か
け
ま
す
♪

マルハニチロ株式会社 白鷹工場

菅原 瑠美さん（畔藤・19歳）

テルス株式会社

小形 暢之さん（浅立・36歳）
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